
































The Relation between KYARA in Friendship and Psychological Adjustment

















































































= -2.26, p < .05）。その他の下位尺度は有意差は得られなかった。
図２　キャラの類型と過剰適応得点　　†；p <.10
表１　キャラの類型による受け止め方の平均値（SD）
積極的受容 拒否 無関心 消極的受容
3.5 2.29 3.76 3.76
(0.31) (0.80) (0.66) (0.65)
3.02 2.28 3.85 3.85
(0.27) (0.67) (0.97) (0.97)
役割
特性
†
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教職課程学生の学内友人関係におけるキャラと適応との関連
全体的考察
　キャラ有りが55％、キャラ無しが45％と、およそ半々であったことは、千島ら（2016）の研
究結果（有57.4％、無42.6％）と同様の結果といえる。キャラの類型に関しては、本研究では「天
然」のような特性を示すキャラの方が多かったが、先行研究では役割を示す方が多かった。本
研究の対象者は、在籍２年目ということで、まだ明確に役割が付与されにくいとも考えられる。
在籍３年目になると、「仕切ってくれるのは○○」、「絵を描く時は△△」のように、実際の役
割分担のようなものが出てくると学生の声を聞いたことがある。今後、演習の授業や現場での
実習を体験していく中で、役割というものが固定化してくる可能性もある。２年目では、まだ
お互い遠慮しながら、徐々に自分を出しているのかもしれないと予測される。
　キャラの有無と適応には関連がないというのも、先行研究とほぼ同様の結果といえる。更に、
付与されたキャラの類型を受け入れているかどうかを検討した結果、役割キャラを付与されて
いる学生の方が特性キャラを付与されている学生より積極的に受容していた。関係性が体現さ
れるような役割キャラは、その集団での居場所感覚を手に入れる、大げさにいえば存在意義を
得ることができるものなのかもしれない。
　過剰適応との関連をみてみると、個人の特性をキャラとして付与されている学生の方が期待
に沿う努力をする傾向があった。一見、関係性の中の役割としてキャラを与えられている学生
の方が、他者からの役割期待を感じ、過剰適応しているように思える。しかし、ここでは個人
の特性に由来したキャラを付与された学生の方がその傾向があることを考えると、キャラの類
型に関しては再考が必要といえる。
　キャラを付与されることに関しては、おおむね受け入れていると考えられるが、やや分散の
大きかった“拒否”に関しては、拒否感情が高い学生ほど、自己不全感も高いという結果であっ
た。自信のなさや他者からの評判に関してネガティブに考えてしまっており、他者との関係性
の中で無理をして合わせるなど過剰適応気味であると考えられる。
　今後の課題として、キャラの類型の再考が必要であると考える。役割と特性という２分割を
しているが、「天然」や「不思議」キャラという特性は、そのキャラでいることによって、周
りからはいじられたり、つっこまれたりしており、結果、仲間内での役割に近いことが想像で
図３　キャラ拒否の高低と過剰適応　　*；p <.05
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きる。したがって、単に言葉から想像できるような２分割ではなく、関係性の中でどのような
役割を担うのであろうか、そこまで考えた上で分析をすることも意味があるだろう。但し、デー
タ数が少ないために、更にデータを増やし、傾向をつかみたい。また、今回は大学生でも教職
課程というクラス単位をとっている大学の学生を対象にしていた。大学生の友人関係を探る上
では、集団の特性を更に吟味して検討を続ける必要がある。
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